
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

思
え
ば
、
昨
年
の
気
候
は
い
か
に
も

激
し
く
そ
れ
に
伴
う
災
害
も
厳
し
い
も

の
で
し
た
。
年
を
追
う
ご
と
に
、
こ
の

傾
向
は
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
こ
れ
が
続
け
ば
ど
う
な
る
か
、

私
の
杞
憂
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
現
象
の
原
因
の
一
つ
は
、
我
ら

の
住
む
こ
の
地
球
へ
も
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
人
の
慎
み
を
欠
い
た

行
為
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
行
為
の
根
拠
は
何
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
我
々
の
理
性
が
よ

い
と
し
て
我
々
に
許
す
“
自
由
”
と
い

う
概
念
で
す
。
人
は
自
由
が
最
も
大
切

と
の
主
張
で
す
。

理
性
は
い
つ
も
正
し
い
の
で
し
ょ
う

か
。
皆
さ
ん
は
無
限
に
関
し
実
感
を
以

て
理
解
で
き
ま
す
か
。
限
り
が
な
い
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
空
間
で
も
時
間

で
も
無
限
を
考
え
る
と
い
つ
も
迷
い
ま

す
。“
人
生
の
意
味
”
に
つ
い
て
も
同
じ

で
す
。
普
遍
的
な
も
の
が
あ
る
の
か
、

理
性
で
測
れ
る
の
か
。
意
味
と
は
何
な

の
か
。
極
微
の
世
界
の
現
象
も
不
思
議

の
塊
で
す
。
我
々
の
理
性
に
は
大
い
な

る
限
界
が
あ
り
ま
す
。

本
当
に
大
切
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

分
か
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

慎
み
が
必
要
で
す
。

理
性
の
限
界
を
視
野
に
置
い
た
新
し

い
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
構
築
が
必
要
に
思
え

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
・
二
月
・
三
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎�

第
4
回
･
第
5
回
占
星
学
と
運
命
創

造
学
の
研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
36
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
30
年
四
月
本
部
例
会
の
報
告

◎
第
四
三
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
三
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎�

サ
イ
現
象
時
の
ノ
イ
ズ
に
つ
い
て（
無

意
識
、
光
子
）

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
31
年
2
月
2
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
浪
平
博
人
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エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は

何
か
？

　
　
　
　
講
師
　
東
中
川
　
徹 

氏

私
た
ち
の
か
ら
だ
は
遺
伝
子
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
、
ま
た
働
い
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
答
え

る
た
め
の
画
期
的
な
出
来
事
が
2

�
0
�0�

3
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
の
解
明
で
す
。
つ
ま
り
、
ヒ

ト
の
設
計
図
と
し
て
の
30
億
個
の
文
字

配
列
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。
で

は
、
そ
れ
で
私
た
ち
の
か
ら
だ
の
つ
く

り
や
、
働
き
が
説
明
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
こ
の
設
計
図（
ゲ
ノ
ム
配
列
）

に
は
、
か
ら
だ
を
作
る
に
あ
た
り
ど
の

部
分
を
ど
の
順
序
で
手
を
つ
け
る
べ
き

か
に
つ
い
て
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
、
設
計
図
を
実
行

に
移
す
に
は
ゲ
ノ
ム
の
文
字
配
列
以
外

の
情
報
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。

そ
の
情
報
と
は
、
ゲ
ノ
ム
を
構
成
す

る
D
N
A
の
化
学
修
飾
や
、
ゲ
ノ
ム
に

結
合
し
て
い
る
タ
ン
パ
ク
質
の
化
学
修

飾
な
ど
で
、
そ
の
よ
う
な
修
飾
を
受
け

た
ゲ
ノ
ム
状
態
を
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
と
呼
び
、

こ
れ
ら
を
総
じ
て
研
究
す
る
分
野
は
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。私

た
ち
が
食
物
を
通
し
て
取
り
入
れ

る
栄
養
素
は
、
か
ら
だ
の
構
成
成
分
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
に
使
わ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
実
は
ゲ
ノ
ム
に
働
き
か
け
そ
れ

を
エ
ピ
ゲ
ノ
ム
と
い
う
形
に
変
え
る
働

き
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を

通
じ
て
か
ら
だ
の
形
や
生
理
状
態
（
健

康
や
疾
病
）に
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研
究
は
も
う

一
つ
の
重
要
な
事
実
を
明
ら
か
に
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
が
一

生
の
あ
い
だ
に
得
た
か
ら
だ
の
特
徴
な

ど
は
、
世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
こ
と
は

な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
近
の
研
究
に
よ
る
と
、
親
の

特
徴
が
子
に
、
ま
た
孫
に
伝
わ
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
過
程

に
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
が
関
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
多
く
の
研
究
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
私
た

ち
に
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る

と
言
え
ま
す
。
そ
の
辺
り
も
含
め
て
、

詳
細
に
お
伝
え
致
し
ま
す
。

※
東
中
川
徹
氏
は
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
永
年
大
学
や
大
手
の

研
究
所
で
研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
専
門
は
、
分
子
生
物
学
で
、
特
に

21
世
紀
に
お
け
る
遺
伝
子
研
究
の
中
心

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ

テ
ィ
ク
ス
」
の
分
野
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
6
年
に
は「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク

ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
著
書
も
出
版

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら

興
味
あ
る
話
題
を
取
り
上
げ
お
話
し
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
氏
が
サ
イ
科
学
に
興
味
を
持
た
れ

た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し

て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
会
員
の
皆
様
は
、

ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
是
非
ご

参
加
願
い
ま
す
。

◎
東
中
川
徹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
9
年
満
州
国
に
て
誕
生
。
終

戦
後
、
鹿
児
島
に
引
き
揚
げ
。
1

�
9
�6�

5
年
東
京
大
学
理
学
部
化
学
科
卒
。
在

学
中
に
生
物
学
に
転
向
。
そ
の
後
生
物

学
の
道
を
歩
む
。
癌
研
究
所
、
三
菱
化

成
生
命
科
学
研
究
所
、
米
国
留
学
、
産

業
医
科
大
学
、
東
京
都
立
大
学
を
経

て
、
1
9
9
7
年
早
稲
田
大
学
教
授
。

2
0
1
0
年
退
職
。
2
0
1
8
年
ま
で

（
株
）E
M
研
究
機
構
研
究
部
顧
問
。
現

在
、
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、
日
本
エ

ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研
究
会
名
誉
会
員
。

研
究
テ
ー
マ
：
発
生
に
お
け
る
遺
伝
情

報
発
現
の
機
構
。

趣
味
：
書
道
、
英
文
小
説
。

※�

一
月
と
三
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と

な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
12
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
一
千
円
也　

匿　
　

名　
　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

旧
約
聖
書
の
出
エ
ジ
プ
ト
に

秘
め
ら
れ
た
る
真
実

　
　
　
　
講
師
　
坂
井
　
洋
一 

氏

日
時　

平
成
31
年
1
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
会
議
室
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交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ト
ル
決
定
次
第
、
サ
イ
ト
に
掲
載

　
　
　
　
講
師
　
金
子
　
栄
子 

氏

日
時　

平
成
31
年
2
月
16
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 

二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ト
ル
決
定
次
第
、
サ
イ
ト
に
掲
載

　
　
　
講
師
　
D
r
・ 

ア
マ
ナ 

氏

日
時　

平
成
31
年
3
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
2
会
議
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族 
二
千
円

　
一
般 

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生 

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
31
年
3
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3 

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
「
港
区
役
所
」

駅
下
車　

徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
・
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
4
回
　
占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
31
年
1
月
19
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

直
接
&
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
技
法

伝
授
と
、
木
星
・
土
星
+
外
惑
星

（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）の

2
0
1
9
年
以
降
の
星
座
通
過
に

よ
る
個
人
と
世
界
へ
の
影
響
に
つ

い
て

　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 

氏

ヒ
ー
リ
ン
グ
（
癒
や
し
）
の
方
法
は

大
き
く
分
け
る
と
2
種
類
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
按
摩
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
、
整
体
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
、
鍼
灸
等
の
物
理
的
な
刺
激
を

与
え
る
方
法
と
、
も
う
一
つ
は
気
功
、

手
か
ざ
し
、
オ
ー
ラ
治
療
、
心
霊
治
療
、

遠
隔
治
療
等
の
気
や
念
、
生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
霊
的
パ
ワ
ー
を
使
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
後
者
の
非
接

触
で
の
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う

方
法
を
ご
紹
介
、
伝
授
致
し
ま
す
。

特
に
能
力
者
で
な
く
て
も
、
こ
れ
ら

の
力
は
誰
で
も
持
っ
て
い
る
も
の
な
の

で
す
。
自
己
ヒ
ー
リ
ン
グ
も
含
め
て
、

目
の
前
に
い
る
人
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
何



千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
て
も
効
果

の
あ
る
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
で
も
、
共
通

の
技
法
が
あ
り
ま
す
。

身
口
意
（
動
作
+
言
葉
+
意
念
）
の

ル
ー
テ
ィ
ー
ン
を
学
び
、
参
加
者
同
士

の
実
践
練
習
、
ま
た
家
族
、
友
人
、
知

人
で
病
気
や
体
調
を
崩
し
て
い
る
方
の

写
真
、
あ
る
い
は
ス
マ
ホ
の
デ
ジ
タ
ル

写
真
（
で
き
れ
ば
全
身
に
近
い
構
図
）

を
も
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、
遠
隔
ヒ

ー
リ
ン
グ
の
実
践
練
習
を
行
い
ま
す
。

※
ま
た
会
員
の
方
で
「
ミ
デ
ィ
ア
ム
シ

ッ
プ
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
さ
れ
て
い
る

瀧
瀬
啓
子
氏
か
ら
、
そ
の
内
容
の
紹
介

も
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

占
星
学
の
方
は
、
今
後
の
木
星
、
土

星
と
外
惑
星
（
天
王
星
、
海
王
星
、
冥

王
星
）
の
進
行
に
伴
う
、
個
人
の
運
勢

の
環
境
運
と
、
社
会
情
勢
の
方
向
性
と

波
の
診
断
法
を
紹
介
致
し
ま
す
。

黄
道
上
の
1
星
座
を
惑
星
が
通
過
す

る
期
間
は
、
木
星
が
1
年
、
土
星
が
2

年
半
、
天
王
星
が
7
年
、
海
王
星
と
冥

王
星
が
十
数
年
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
配
置
と
本
人
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出

生
天
宮
図
）
の
星
達
（
特
に
太
陽
と
月
）

と
形
成
す
る
相
互
角
度
に
よ
っ
て
、
人

生
に
お
け
る
年
運
や
大
き
な
波
が
形
成

さ
れ
ま
す
。

中
国
占
星
学
（
四
柱
推
命
学
、
算
命

学
等
）
で
使
わ
れ
る
60
年
周
期
の
「
干

支
」
は
木
星
、
土
星
の
配
置
と
関
連
す

る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
日
、
木
星
、
土
星
と
外
惑
星
（
天

王
星
、
海
王
星
、
冥
王
星
）
の
星
座
進

行
資
料
を
配
付
し
て
、
今
後
の
社
会
情

勢
の
予
測
と
、
個
人
の
環
境
運
の
実
践

診
断
を
し
て
、
今
後
の
生
き
方
の
海
路

図
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

1
9
5
1
年
静
岡
県
清
水
市
（
現
静

岡
市
）
生
ま
れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年

以
上
研
究
、
か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も

し
、
70
年
代
に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提
唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を

発
展
さ
せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ

ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新

し
い
診
断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ
ー
」

を
開
発
し
、
P
K
・
E
S
P
能
力
の
養

成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
発
見
育
成
研
究
所
」、「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ

イ
科
学
会
理
事
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出

生
天
宮
図
）
セ
ッ
ト
を
当
日
診
断
に
利

用
致
し
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ま
で「
占
星
学
と
運

命
創
造
学
の
研
究
分
科
会
」
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮

図
）
等
を
配
布
さ
れ
た
皆
様
は
、
当
日

す
べ
て
の
チ
ャ
ー
ト
を
ご
持
参
願
い
ま

す
。（
配
付
資
料
準
備
の
た
め
1
月
17
日

ま
で
にoffice21@

psij.m
ail-box.ne.jp

に
参
加
メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
参
加
F
A
X
願
い
ま
す
。）

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ

ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
事
前
に
印
刷
し

た
も
の
を
、
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
の
で
、
以
下
の
出
生
デ

ー
タ
をoffice21@

psij.m
ail-box.ne.jp

ま
た
は
公
式
サ
イ
ト
の
フ
ォ
ー
ム
か
ら

1
月
17
日
ま
で
に
送
信
い
た
だ
く
か
、

F
A
X
で
送
信
願
い
ま
す
。

出
生
デ
ー
タ

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
5
回
　
占
星
学
と
運
命
創
造
学

の
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
31
年
3
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※�

後
述
の
★
欄
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご

参
加
予
約
願
い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

● ❹●



　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

「
い
い
日
旅
立
ち
の
た
め
に
」・
・

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
の
占
星

学
に
よ
る
選
択
と
、
真
我
と
の
接

続
法

　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾
　
泰
範 
氏

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ

ム
」に
は
、
毎
日
の
星
達
の
配
置
か
ら
、

そ
の
日
の
社
会
運
、
地
球
全
体
運
を
診

断
す
る
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ

ャ
ー
ト
δ
（
デ
ル
タ
）」
と
い
う
チ
ャ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
太
陽
・
月
・
水
星
以
降
の
8

惑
星
の
毎
日
正
午
の
配
置
か
ら
、
地
球

を
中
心
に
し
た
星
同
志
の
多
数
の
組
合

せ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
か
ら
チ
ャ
ー
ト
の
周

波
数
分
析
を
し
て
、
そ
の
日
の
運
勢
を

診
断
す
る
チ
ャ
ー
ト
で
す
。

重
要
な
イ
ベ
ン
ト
・
旅
行
・
重
要
な

契
約
日
、
婚
約
・
結
婚
、
会
社
設
立
等

何
か
大
事
な
事
を
始
め
る
日
は
ど
ち
ら

か
と
言
え
ば
イ
ー
ジ
ー
ア
ス
ペ
ク
ト
が

多
め
の
日
が
向
い
て
お
り
、
ま
た
ハ
ー

ド
ア
ス
ペ
ク
ト
の
多
い
日
は
、
大
き
な

ミ
ス
や
事
故
や
事
件
、
地
震
等
が
起
こ

り
や
す
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
ま
す
。

毎
日
の
運
勢
を
そ
れ
ほ
ど
気
に
す
る

必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
重

要
な
事
を
実
施
し
た
い
、
始
め
た
い
と

き
、
あ
る
い
は
過
去
の
特
定
日
の
運
勢

を
知
り
た
い
と
き
、
参
加
者
ご
希
望
の

指
定
日
前
後
9
日
間
の
チ
ャ
ー
ト
を
2

期
間
（
9
日
間
×
2
＝
18
日
間
→
2
期

間
は
連
続
で
な
く
て
も
O
K
）
打
ち
出

し
た
も
の
を
当
日
配
布
し
て
、
見
方
の

紹
介
を
致
し
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
本
格
的
宗
教
修
行
者
の

究
極
の
目
標
は
「
悟
り
」、
す
な
わ
ち

イ
ン
ド
哲
学
で
い
う
「
梵
我
一
如
」
だ

と
思
い
ま
す
。

宇
宙
創
造
神
の
ブ
ラ
ー
フ
マ
ン
と
ア

ー
ト
マ
ン
（
真
我
）
が
一
体
化
す
る
こ

と
で
、
こ
の
技
法
は
、
紀
元
後
4
～
5

世
紀
頃
、
パ
タ
ン
ジ
ャ
リ
に
よ
っ
て
編

纂
さ
れ
た
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
」
に

よ
り
、
既
に
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

常
時
「
真
我
」
と
つ
な
が
る
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、
我
々
一
般
人
も
一
時

的
に
「
真
我
」
と
つ
な
が
り
、
重
要
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
得

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は「
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー

ガ
」の
実
践
体
系
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

現
代
の
日
常
生
活
の
中
で
ど
う
し
た
ら

真
我
と
つ
な
が
り
、
や
り
と
り
が
出
来

る
か
を
考
察
、
ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
致
し

ま
す
。

★�

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

既
に
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）

等
を
配
布
さ
れ
た
皆
様
は
、
当
日
す
べ

て
の
チ
ャ
ー
ト
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。

ま
た
、
未
来
あ
る
い
は
過
去
の
日

運
を
知
り
た
い
日
（
西
暦
年
月
日
、
時

間
追
加
も
O
K
）
と
場
所
（
住
所
）
を

2
日
分
、
3
月
6
日
（
水
）
ま
で
に

office
21

@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
に

メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、
F
A
X

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1
に
送
信

願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

ご
本
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ホ
ロ
ス
コ
ー

プ（
出
生
天
宮
図
）
と「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
δ
」を
事
前
に
印
刷

し
た
も
の
を
当
日
配
布
し
て
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
の
で
、
以
下
の「
出
生
デ

ー
タ
+
α
」
を
3
月
6
日（
水
）ま
で
に

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
に

メ
ー
ル
を
送
信
い
た
だ
く
か
、
F

�
A
�X�

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1
に
送
信

願
い
ま
す
。

出
生
デ
ー
タ

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
生
年
月
日

◎�

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎�

出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

◎�

未
来
あ
る
い
は
過
去
の
日
運
を
知
り

た
い
日（
西
暦
年
月
日
、
時
間
追
加

も
O
K
）と
場
所（
住
所
）を
2
日
分

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
36
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
1
回
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムテ
ー
マ「
オ
ン（
存
在
）と

ウ
ー
シ
ア（
本
質
）」

い
つ
の
時
代
に
も
哲
学
は
必
要
だ
!

平
成
最
後
の
新
哲
学
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト（
シ
ュ
ン
ポ
ジ
オ
ン
＝
饗
宴
）♪

●❺ ●



日
時　

平
成
31
年
3
月
31
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル 

系
統 

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員 

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般 

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
9
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

日
時　

平
成
31
年
5
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階　

第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

天
運
に
導
か
れ
る
!

「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

受
け
る
に
は
」

　
　
　
講
師
　
小
林
　
信
正 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
副
理
事
長
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

東
京
生
ま
れ
。
東
京
写
真
大（
現
東

京
工
芸
大
）
卒
後
、
慶
応
義
塾
大
で
哲

学
、
心
理
学
専
攻
。
T
V
局
勤
務
、
チ

ー
フ 

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
部
長
と
し
て

多
数
の
番
組
制
作
に
永
年
携
わ
る
。
退

社
後
、
T
V
制
作
会
社
の
代
表
取
締
役
。

大
学
、
企
業
研
修
の
講
師
。
特
異
能
力

研
究
所
代
表
と
し
て
意
識
と
超
能
力
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
。

日
本
精
神
文
化
研
究
会
主
宰
。
公
益
財

団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
元
常
任
理

事
。
著
書
に
神
社
仏
閣
50
選「
ご
利
益

さ
ま
」「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」ほ
か
。

内
容私

は
湯
川
秀
樹
博
士
か
ら
「
ひ
ら
め

き
」
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
好
奇
心

を
抱
き
、
そ
の
不
思
議
さ
の
究
明
に
長

年
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

「
超
感
覚
的
知
覚
」（
E
S
P
）
と
い

う
不
思
議
な
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
イ

ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
も
の
に

た
ど
り
着
き
、
人
は
誰
で
も
超
常
能
力

を
潜
在
的
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

先
行
き
不
透
明
な
現
代
社
会
に
お
い

て
、
先
見
の
明
や
創
造
力
、
そ
し
て
天

運
を
も
導
く「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

を
授
か
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

そ
の
存
在
と
意
義
、
さ
ら
に
は「
ひ
ら

め
き
」を
得
る
た
め
の
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
30
年
4
月
本
部
例
会
報
告

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く

未
来

　
　
　
　
講
師
　
七
沢
　
智
樹 

氏

　
　
　
　
　
　
　
杉
山
　
　
彰 

氏

◎
七
沢
智
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
7
9
年
鳥
取
生
ま
れ
。

2
0
0
3
年
京
都
大
学
農
学
部
卒
業
。

意
識
を
覚
醒
さ
せ
る
実
験
音
楽
探
求
、

西
表
島
の
原
生
林
で
生
活
の
後
、
公
認

会
計
士
と
し
て
活
動
。

2
0
1
0
年
よ
り
七
沢
研
究
所
に
て
ロ

ゴ
ス
ト
ロ
ン
等
の
研
究
開
発
。

LO
GO

SO
LO

GY

研
究
会
を
主
宰
し
、

概
念
装
置
と
し
て
、
言
語
空
間
―
創
造

の
パ
ラ
ダ
イ
ム
―
階
層
間
移
動
―
五
階

層
思
考
―
時
空
創
造
―
情
緒
プ
ロ
セ
ッ

サ
ー
―
次
元
宇
宙
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
を

提
唱
。

著
書
：N

igi

真
話
、
ロ
ゴ
ス
タ
デ
ィ
モ

デ
リ
ン
グ
等

◎
杉
山
彰
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

立
命
館
大
学 

産
業
社
会
学
部
卒
。

1
9
7
4
年
、（
株
）タ
イ
ム
に
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
入
社
し
、
10
年
間
勤

務
し
た
後
、
杉
山
彰
事
務
所
を
主
宰
。

● ❻●



1
9
9
0
年
、
株
式
会
社 

J
C
N
研
究

所
を
設
立
。
七
沢
研
究
所
の
前
身
の
会

社
で
研
究
開
発
に
従
事
。

1
9
9
5
年
、
松
下
電
器
産
業
（
株
）

開
発
本
部
・
映
像
音
響
情
報
研
究
所
の

コ
ン
セ
プ
ト
メ
ー
カ
ー
と
し
て
顧
問
契

約（
技
術
支
援
業
務
契
約
）を
締
結
。

2
0
1
3
年
よ
り
、
株
式
会
社
七
沢
研

究
所
に
て
研
究
開
発
に
従
事
。

講
演
内
容

★�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム（
言
語
周

波
数
発
振
装
置
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
七
沢
　
智
樹 

氏

一
言
で
い
う
と
、「
言
語
を
周
波
数

に
し
て
発
振
す
る
装
置
」
で
す
。
予
め

特
定
の
文
章
フ
ァ
イ
ル
、
例
え
ば
「
ダ

イ
エ
ッ
ト
」、「
家
内
安
全
」、「
美
容
」、

「
親
子
関
係
」、「
会
社
経
営
」、「
就
職
」

等
々
に
つ
い
て
、
肯
定
的
な
内
容
の
構

文
を
二
五
〇
フ
ァ
イ
ル
ほ
ど
登
録
し
て

あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
主
語
を
入
れ
る
た

め
特
定
の
個
人
情
報（
姓
名
、
生
年
月

日
、
住
所
等
）を
入
れ
る
こ
と
で
、
例
え

ば「
私
は
昭
和
○
○
年
○
月
○
日
生
ま

れ
、
○
○
○
に
住
ん
で
い
る
山
田
○
○

で
あ
る
。
私
は
最
適
な
経
営
判
断
を
行

っ
た
。」と
い
う
文
章
が
生
成
さ
れ
ま
す
。

そ
の
文
章
を
こ
こ
に
置
い
て
あ
る
装

置（
タ
バ
コ
ケ
ー
ス
大
）に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
周
波
数
変
換
し
、「
創
造
意
志

情
報
の
展
開
」
と
し
て
音
と
し
て
発
振

し
ま
す
。

こ
の
装
置
（
大
型
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
大
）
は
治
療
家
の
方
々
に
使
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
装
置
で
値
段
は
高
価
な

方
で
す
が
結
構
使
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

今
日
こ
こ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
は

大
型
の
最
上
位
機
種
で
す
。

な
に
を「
発
振
／
発
信
」し
て
い
る
の

で
す
か
?
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、

「
言
語
を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
周

波
数
を
発
振
し
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
発
信
す
る
。」
と
い
う
こ
と
で

す
。普

通
周
波
数
は
一
秒
間
に
○
○
ヘ
ル

ツ
と
い
う
よ
う
に
一
定
で
す
が
、
言
語

を
も
と
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
た
周
波
数

は
変
化
の
あ
る
疎
密
波
と
な
り
ま
す
。

例
え
ば「
田
中
」は
ロ
ー
マ
字
で
書
く

と
、「
T
A
N
A
K
A
」と
な
り
ま
す
が
、

T
、
N
、
K
は
通
常
子
音
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
言
霊
学
で
は「
父
音
」と
呼

ば
れ
て
お
り
ま
す
。
A
は
母
音
で
す
。

子
音
は
周
波
数
が
高
く
て
、
母
音
は

周
波
数
が
低
く
な
り
ま
す
。
全
て
の
子

音
と
母
音
に
は
予
め
特
定
の
周
波
数
が

割
り
当
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら

を
平
均
す
る
と
、
シ
ュ
ー
マ
ン
レ
ゾ
ナ

ン
ス
の
7
・
8
ヘ
ル
ツ
位
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
周
波
数
は
基
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
れ
の

1
0
0
倍
、
1
0
0
0
倍
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
り
、
波
形
を
矩
形
波
に
変

え
た
り
、
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
加
え
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

バ
ー
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
ス
ペ
ッ
ク
を

変
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
周
波
数
を
重
ね
た
音
が
、

今
聞
か
せ
て
お
り
ま
す
こ
の
音
で
す
。

3
0
0
0
文
字
の
文
章
で
す
と
、
3
分

位
の
音
の
連
続
と
な
り
、
一
つ
の
文
章

の
音
だ
け
で
す
と
粗
密
が
強
く
て
心
地

よ
く
な
い
の
で
、
何
百
の
文
章
か
ら
で

き
る
音
を
重
ね
る
こ
と
で
、
な
だ
ら
か

な
音
と
な
っ
て
聞
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

従
っ
て
今
聞
い
て
い
る
音
は
、
1

�
0
�0�

0
種
類
位
の
文
章
が
同
時
に
流
れ
て
い

る
状
態
で
、
喩
え
ま
す
と
、
1
0
0
0

人
の
人
間
が
同
時
に
祈
り
を
発
し
て
い

る
状
態
で
す
。
祈
り
の
塊
の
よ
う
な
波

動
が
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
の
ベ
ー
ス

に
な
っ
た
の
は
、
猪
股
修
二
先
生
の「
ニ

ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
」に
あ

り
ま
す
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」と「
物
質
」と

「
情
報
」の
三
角
形
の
相
互
構
造
で
す
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が「
情
報
」、

発
信
器
が「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
あ
た
り
、

そ
の
発
信
器
か
ら
出
る
音
を
浴
び
る

我
々
人
間
が「
物
質
」に
あ
た
り
ま
す
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ

ム1
．
文
章
入
力
選
択

2
．
入
力
さ
れ
た
文
章
を
音
素
に
分
解

3
．
音
素
ご
と
に
周
波
数
割
り
当
て

4
．
周
波
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
生
成

5
．
周
波
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
発
振

6
．
電
磁
波
発
生

7
．
ユ
ー
ザ
ー
受
信

8
．
ユ
ー
ザ
ー
の
意
識
が
変
化　

ど
う
や
っ
て
、「
周
波
数
」
を
決
め
て
い

る
の
?

●❼ ●



・��
音
素
ご
と
に
周
波
数
割
り
当
て
を
し

ま
す
。

・�

そ
の
周
波
数
は
、「
脳
波
」
と
の
関
連

か
ら
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

・�

そ
の「
周
波
数
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、「
四

次
元
の
文
字
」と
い
え
ま
す
。

光
の
色
は
そ
れ
ぞ
れ
何
ヘ
ル
ツ
と
決

ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
あ
」
と
い
う
言

葉
が
何
ヘ
ル
ツ
と
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
は
光
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
光
よ
り
も
奥
の
次
元
に

あ
る
の
で
す
。
光
は
四
次
元
時
空
に
あ

っ
て
、
言
霊（
こ
と
だ
ま
）は
五
次
元
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
」
と
い
う
言
葉
の
波
形
は
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
心
の
中
に

念
ず
る
も
の
が
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス

テ
ム
の
「
あ
」
と
い
う
言
葉
の
周
波
数

に
な
っ
た
の
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
脳
波
と
の
関
連
性
で
整
合
性
が
つ

く
と
い
う
こ
と
で
決
め
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
文
字
の
決
め
方
と
似
て
い
る

の
で
、
四
次
元
の
文
字
と
言
っ
て
お
り

ま
す
。
五
次
元
の
「
言
霊
」
を
「
四
次

元
の
文
字
」
に
落
と
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
こ
に
あ
る
ス
ペ
ッ
ク

の
装
置
で
す
と
、
1
秒
間
に
1
万
字
を

発
振
で
き
ま
す
。

言
葉
を
周
波
数
（
四
次
元
の
文
字
）
に

す
る
と
何
が
起
き
る
?

・「
情
報
の
畳
み
込
み
」が
起
き
る
。

・�

言
葉
は
、
文
字
（
紙
／
画
面
等
［
二

次
元
］）
ま
た
は
音
声
（
空
気
［
三
次

元
］）に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
。

・�

よ
り
高
次
な
四
次
元
（
時
空
）
を
媒

介
と
す
れ
ば
、
飛
躍
的
に
、
効
率
的

な
言
語
処
理
が
可
能
に
な
る
。

・�

例
え
ば
、
日
本
人
の
「
以
心
伝
心
」

の
よ
う
な
「
テ
レ
パ
シ
ー
」
は
、
四

次
元
時
空
以
上
の
言
語
処
理
。

脳
に
、
ど
の
よ
う
に
作
用
す
る
の
で
す

か
?

1
．
音
声
の
脳
内
伝
達

　

�

相
手
の
声
→
耳
→
聴
覚
野
→
言
語
野

（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
野
→
ブ
ロ
ー
カ
ー

野
）→
前
頭
前
野

2
．
文
字
の
脳
内
伝
達

　

�

文
字
→
目
→
視
覚
野
→
第
39
・
40
野

（
音
の
情
報
へ
の
変
換
）
→
言
語
野

（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
野
→
ブ
ロ
ー
カ
ー

野
）→
前
頭
前
野

3�

．
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
周
波
数
の
脳
内
伝

達（
仮
説
）

　

�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
→
（
受
信
す
る
と
い

う
意
志
→
言
語
周
波
数
を
司
る
部
位

（
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
野
［
仮
説
］）
→
言

語
野
（
ウ
ェ
ル
ニ
ッ
ケ
野
→
ブ
ロ
ー

カ
ー
野
）→
前
頭
前
野

ど
ん
な
作
用
／
効
果
／
結
果
が
あ
る
の
?

・�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
作
用
：
意
識
を

［
空
］に
導
く
、
本
来
の
意
志
を
発
動

→
大
量
の
言
語
情
報
が
脳
に
入
っ
て

く
る
と
、
意
識
が
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
雑

念
が
減
っ
て
き
て
、
眠
く
な
る
こ
と
も

あ
る
が
、
最
終
的
に
は
「
自
分
は
本
来

こ
う
し
た
か
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
こ
と

が
出
て
く
る
。

た
だ
、
本
来
の
意
志
が
発
動
す
る

過
程
で
、
他
人
か
ら
入
れ
ら
れ
た
意
志

と
か
霊
的
な
も
の
が
入
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
が
出
て
く
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
逆
に
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
す
が

（
そ
れ
を
ユ
ー
ザ
ー
は「
逆
作
用
」
と
言

っ
た
り
し
て
い
る
）、
最
終
的
に
そ
こ
か

ら
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
、
そ
の

結
果
ユ
ー
ザ
ー
の
方
で「
満
足
度
」が
出

て
い
る
。

・�

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
効
果
：
意
識
の
変

化
・�
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
結
果
：
構
文
の
実

現
／
未
実
現

な
ぜ
、
意
識
進
化
が
起
き
る
の
で
す
か
?

・�「
受
信
す
る
と
決
め
る
」
こ
と
で
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
の
周
波
数
が
受
信
さ
れ
る

　
　
　

↓

・�

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
で
き
れ
ば
、「
24
時

間
受
信
し
、
意
識
の
中
に
情
報
が
蓄

積
さ
れ
続
け
る
」

　
　
　

↓

・�

潜
在
意
識
下
に
自
動
的
に
蓄
積
さ
れ

る
情
報
が
「
高
速
の
意
識
進
化
」
を

も
た
ら
す

ま
た
構
文
の
内
容
が
分
か
る
よ
う

に
、
そ
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
フ
ァ
イ
ル
は
す

べ
て
公
開
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
自
分
用

の
書
き
方
も
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ
ン

日
本
古
来
の
瞑
想
法
と
ロ
ゴ
ス
ト
ロ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
融
合

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
使
用
材
料

・T
itanium

（
チ
タ
ン
）

1
箇
体
に
使
用
さ
れ
る
ロ
ゴ
ス
ト
ロ

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
高
め
る
素
材

→
情
報
が
脳
に
作
用
し
や
す
く
な
る
。

手
は
脳
に
直
結
し
て
い
る
の
で
、
触
る

と
実
は
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
。

・�

C
M
C
（
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ

ル
）

・O
rganic Carbon

（
炭
）

・Silicon

（
シ
リ
コ
ン
）

● ❽●



Future of LO
GO

ST
RO

N
（
将
来
の
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
）

・T
ablet-LO

GO
ST

RO
N

・IoL

（Internet of LO
GO

ST
RO

N

）

・Sm
art LO

GO
ST

RO
N

・LO
GO

ST
RO

N
 H

O
U
SE

・LO
GO

ST
RO

N
 + A

I

・Bio-Feedback LO
GO

ST
RO

N

・T
ablet-LO

GO
ST

RO
N

構
文
を
作
成
し
て
、
そ
の
ま
ま
ダ
イ

レ
ク
ト
に
、
発
信
で
き
る
マ
シ
ン
を
開

発
中
。

・IoL

（Internet of LO
GO

ST
RO

N

）

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
を
、
あ
ら
ゆ
る
電
化
製
品
／

車
／
住
宅
／
オ
フ
ィ
ス
／
工
場
に
接
続

し
、
あ
ら
ゆ
る「
モ
ノ

－T
hings

」を
、

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
可
能
な
、
最
小

サ
イ
ズ
の
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
発
信
器
を
開

発
し
ま
す
。
そ
の
最
小
サ
イ
ズ
の
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
発
信
器
を
、
様
々
な
も
の
に

接
続
し
ま
す
。

・Sm
art LO

GO
ST

RO
N

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
ス
マ
ー
ト

デ
バ
イ
ス
か
ら
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
発

信
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
す
る
技
術
を

開
発
し
ま
す
。

・LO
GO

ST
RO

N
 H

O
U
SE

配
電
盤
に
、LO

GO
ST

RO
N
.A

C

を

設
置
し
、
家
中
流
れ
る
交
流
電
気
の
ノ

イ
ズ
を
カ
ッ
ト
し
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
周

波
数
を
の
せ
ま
す
。

住
宅
内
外
に
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
イ

ヤ
シ
ロ
チ
化
グ
ッ
ズ
を
配
置
し
ま
す
。

・LO
GO

ST
RO

N
 + A

I
構
文
作
成
か
ら
発
信
を
、
A
I
の
補

助
を
受
け
て
行
い
ま
す
。

［
例
］

（
人
間
）
O
K
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
、
明
日

の
仕
事
が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
構
文
発

信
し
て
ち
ょ
う
だ
い
。

（
A
I
）
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

構
文
を
発
信
し
ま
す
。「
仕
事
最
適
化

構
文
内
容
：
私
は
・
・
・
・
・
」

・Bio-Feedback LO
GO

ST
RO

N

ユ
ー
ザ
ー
の
生
体
情
報
／
精
神
情
報
／

意
識
情
報
等
を
受
信
し
、
最
適
な
構
文

の
発
信
を
行
い
ま
す
。

D
ive to

（
概
念
装
置
）

・
ナ
レ
ッ
ジ
モ
デ
リ
ン
グ

網
羅
す
る
→
分
類
す
る
→
階
層
化
す
る

→
統
合
す
る
→
出
力
す
る

漂
わ
せ
る
技
術

く
っ
つ
く
→
は
な
す
→
く
だ
く
→
た
だ

よ
わ
す
→
み
ん
な
で
た
だ
よ
う
（
オ
ー

プ
ン
マ
イ
ン
ド
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
）

・
思
考
技
術

分
類
（
平
行
／
対
立
）
→
霊
の
産
霊
の

働
き（
ず
れ
る
／
ゆ
ら
ぐ
）→
統
合（
は

ま
る
／
つ
な
が
る
）

分
類
（
私
／
他
者
：
全
く
ま
じ
わ
ら
な

い
）
→
霊
の
産
霊
の
働
き
（
私
の
中
の

他
者
／
他
者
の
中
の
私
：
ま
じ
わ
り
の

予
感
）→
統
合（
自
他
統
合
の
図
）

・
創
造
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

神
道
的
な
も
の
と
物
理
学
的
な
も
の

を
統
合
す
る
（
創
造
―
産
霊
―
現
象
の

三
角
相
互
関
係
：
情
報
（
意
志
）
―
エ

ネ
ル
ギ
ー
（
周
波
数
）
―
物
質
（
現
象
）

の
三
角
相
互
関
係
：
気
―
心
―
体
の
三

角
相
互
関
係
）

・
五
階
層
思
考

基
本
五
階
層
（
神
／
霊
／
魂
／
情
／

体
）

・
五
階
層
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

◎�

結
合
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
：
自
我
点
か
ら

結
合
の
働
き
が
生
ま
れ
、
結
合
面（
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）か
ら
、
神
が
形
成

さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
プ
ロ
セ

ッ
サ
ー

◎�

情
緒
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
：
感
覚
点
か
ら

情
緒
の
働
き
が
生
ま
れ
、
情
緒
面（
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）か
ら
、
自
我
が
形

成
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー

◎�

身
体
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
：
誕
生
点
か
ら

身
体
の
働
き
が
生
ま
れ
、
身
体
面（
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）か
ら
、
感
覚
が
形

成
さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
の
プ
ロ

セ
ッ
サ
ー

・
創
造
点
：
宇
宙
創
造
の
出
発
点

　

→
宇
宙
：
ビ
ッ
グ
バ
ン

・
結
合
面
：
創
造
さ
れ
た
現
象
を
網
羅

　

し
た
面
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

→
外
面
：
全
結
合（
霊
）パ
タ
ー
ン

・
自
我
点
：
私
と
い
う
意
識
や
心
、
精

　

神
が
統
合
さ
れ
る
点

　

→
心
：
魂
・
自
我

・�

情
緒
面
：
心
の
動
き
を
網
羅
し
た
面
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

→
内
面
：
全
情
緒

・�

感
覚
点
：
身
体
感
覚
、
五
感
が
統
合

さ
れ
る
点

●❾ ●
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→
感
覚
：
五
感

・
身
体
面
：
身
体
の
働
き
を
網
羅
し
た

　

面
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

　

→
体
：
全
身
体

・
誕
生
点
：
身
体
創
造
の
出
発
点

　

→
誕
生
：
受
精
卵

現
代
は
認
知
科
学
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
、
そ
こ
か
ら
A
I（
人
工
知
能
）が

生
ま
れ
て
い
っ
て
い
る
の
で
、
結
局
は

人
間
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
物
事
を
認
知

し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
の
概
念

で
あ
り
、
概
念
装
置
を
造
る
こ
と
で
人

工
知
能
の
開
発
か
ら
、
認
知
科
学
の
発

達
も
あ
る
。
そ
の
過
程
で
、
結
局
私
の

考
え
で
は
、
科
学
的
・
数
値
的
な
、
最

終
的
に
は
光
の
電
磁
波
の
次
元
で
測
定

す
る
わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
を
測

定
す
る
と
き
の
論
理
構
造
で
あ
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
役
立
つ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

★
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
杉
山
　
彰 

氏

私
は
主
に
脳
科
学
と
い
う
か
量
子
場

脳
理
論
に
非
常
に
関
心
が
あ
り
ま
し
て
、

人
間
の
記
憶
と
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
と
の
関

係
を
ロ
ジ
ッ
ク
に
し
て
、
広
く
ロ
ゴ
ス

ト
ロ
ジ
ー
と
い
う
観
点
か
ら
、
よ
り
科

学
に
近
い
記
憶
学
の
よ
う
な
立
場
か
ら

説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
研

究
会
の
久
保
田
先
生
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、「
別
天
水
」の
情
報
を
転
写
す

る
と
い
う
こ
と
の
処
理
を
造
り
ま
し
た
。

本
来
で
し
た
ら
、
水
に
情
報
を
転
写
す

る
と
い
う
の
は
一
見
簡
単
そ
う
な
の
で

す
け
れ
ど
も
、
情
報
を
保
持
す
る
と
い

う
の
は
な
か
な
か
難
し
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
水
に
転
写
し

て
そ
れ
を
長
期
間
保
持
で
き
て
、
そ
れ

を
飲
む
と
、
脳
や
他
の
細
胞
に
作
用
す

る
と
い
う
こ
と
を
映
像
に
し
ま
し
た
の

で
、
お
見
せ
し
ま
す
。

（
映
像
）説
明
字
幕

『
別
天
水
物
語

　

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

　

水
の
叡
智
を
語
り
始
め
た

甲
府
は
里
吉
の
地
に
太
古
の
水
が
湧

出
し
た
。
そ
の
水
を
「
別
天
水
」
と
名

付
け
た
。

7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
シ
ュ
ー
マ
ン
波
が

1
0
4
・
5
ヘ
ル
ツ
か
ら
1
0
8
ヘ
ル

ツ
に
変
化
し
ま
す
。

水
分
子
は
正
五
角
形
の
カ
タ
チ
に
な

り
ま
す
。

正
五
角
形
に
結
合
し
た
水
分
子
が
集

ま
る
と
、
ク
ラ
ス
レ
ー
ト
・
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
と
呼
ば
れ
る
正
十
二
面
体
が
形
成

さ
れ
、
そ
の
中
に
原
子
レ
ベ
ル
の
空
洞
、

マ
イ
ク
ロ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー
が
包
摂
さ
れ

ま
す
。

ク
ラ
ス
レ
ー
ト
・
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
構

造
の
中
に
、
水
の
カ
プ
セ
ル
、
マ
イ
ク

ロ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー
を
形
成
。

こ
の
マ
イ
ク
ロ
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー
に
取

り
込
ま
れ
た
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
周
波
数
や

有
機
炭
素
な
ど
は
、
人
間
の
生
体
組
織

に
効
率
的
な
カ
タ
チ
で
送
り
届
け
ら
れ

る
の
で
す
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、

水
の
叡
智
を
語
り
始
め
た
。

「
別
天
水
」
は
、
水
3
・
0
の
次
元

に
進
化
し
た
。』

脳
を
進
化
さ
せ
る
、
言
霊
言
語
（
ロ
ゴ

ス
ト
ロ
ン
言
語
周
波
数
）
の
可
能
性
の

考
察

～
「
言
霊
」
の
概
念
を
も
と
に
し
た
言

語
周
波
数
情
報
を
電
磁
波
に
の
せ
て
脳

へ
作
用
さ
せ
る
。
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス

テ
ム
（
言
語
周
波
数
発
信
装
置
）
開
発

コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
～

・
ジ
ョ
ン
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
フ
ァ
デ
ン
の

予
言

「
脳
内
に
は
、
非
常
に
よ
い
波
動
力
学

系
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
電
磁
場
で
あ

る
。
あ
ら
ゆ
る
電
気
的
現
象
は
、
意
識

的
な
電
磁
場
の
発
生
を
伴
う
。
意
識
的

な
電
磁
場
と
は
脳
を
意
味
し
、
そ
の
脳

と
直
接
相
互
作
用
さ
せ
る
、
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
電
子
装
置
を
構
築

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。」

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
言
語
周
波
数
を
電
磁

波
に
乗
せ
て
脳
へ
作
用
さ
せ
る
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
言
語
周
波
数
発
信
装

置
の
開
発
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
ジ
ョ
ン
ジ

ョ
ー
・
マ
ク
フ
ァ
デ
ン
の
予
言
を
現
実

化
し
た
装
置
と
い
え
る
。

大
脳
新
皮
質
の
時
代
か
ら
、
大
脳

新
・
新
皮
質
の
時
代
へ
の
突
然
変
異
は
、

何
が
引
き
金
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
を
常
時
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、「
作
話
的
願
望
」
を
エ
ピ

ソ
ー
ド
記
憶
と
し
て
恒
久
的
に
、
大
脳

新
・
新
皮
質
へ
固
定
化
で
き
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
意
識
進
化
人
類
の
登
場

を
可
能
に
す
る
の
で
は
な
い
か
。

「
作
話
的
願
望
」
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
憶
を
固
定
化
す
る
た
め
の
要
因
は
、

無
意
識
下
に
海
馬
に
意
識
さ
せ
る
「
作

話
的
願
望
」
で
あ
り
、
そ
の
「
作
話
的
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願
望
」
を
常
時
反
復
記
憶
化
す
る
こ
と

に
よ
る
学
習
の
効
用
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

［
大
脳
新
・
新
皮
質
］形
成
に
至
る
ま
で

の
一
考
察
、
そ
の
1
。

植
物
種
の
光
合
成
機
能
の「
光
セ
ン
サ

ー
遺
伝
子
」を
動
物
種
が
取
り
込
ん
だ
。

　
　
　

↓

光
セ
ン
サ
ー
が
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
へ
と
進

化
し
て
、
圧
倒
的
な
視
覚
情
報
の
取
り

込
み
が
大
脳
を
発
達
さ
せ
た
。

　
　
　

↓

大
脳
形
成
遺
伝
子
の
突
然
変
異
に
よ
り
、

大
脳
旧
皮
質
が
異
常
増
殖
し
て
、
大
脳

が
進
化
し
、
巨
大
化
し
た
。

　
　
　

↓

F
O
X
P
2
言
語
遺
伝
子
の
突
然
変
異

に
よ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
登
場
に
よ
り
、

口
蓋
機
能
が
発
達
、
も
し
く
は
、
な
ん

ら
か
の
言
語
機
能
の
異
常
発
達（
突
然

変
異
）
に
よ
り
、「
言
葉
生
成
機
能
」
が

精
緻
化
し
た
。

　
　
　

↓

作
話
能
力
が
突
出
し
、
文
字
等
が
生
ま

れ
、
大
脳
新
皮
質
に
お
け
る
記
憶
領
域

野
が
進
化
・
巨
大
化
し
て
、
知
性
が
生

ま
れ
た
。

　
　
　

↓

そ
し
て
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
常
時
使
用
に

よ
り
、
記
憶
領
域
野
に
お
け
る「
海
馬

神
経
細
胞
」
が
肥
大
化
し
、「
エ
ピ
ソ
ー

ド
記
憶
」
形
成
能
力
が
向
上
し
、
大
脳

新
皮
質
の
前
方
に
、
大
脳
新
・
新
皮
質

が
形
成
さ
れ
る
時
代
が
く
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

［
大
脳
新
・
新
皮
質
］形
成
に
至
る
ま
で

の
一
考
察
、
そ
の
2
。

眼
を
獲
得
し
て
動
物
種
が
脳
を
獲
得
し

た
こ
と
に
よ
り
脳
が
形
成
さ
れ
た
。

　
　
　

↓

遺
伝
子
異
常
で
大
脳
が
肥
大
化
し
た
こ

と
に
よ
り
、
爬
虫
類
と
旧
哺
乳
類
が
分

離
し
た
。

　
　
　

↓

大
脳
旧
皮
質
の
進
化

　
　
　

↓

原
人
と
新
人
類
の
違
い
は
、
F

�

O

�
X
�P�

2
遺
伝
子
の
一
文
字
の
違
い
。

言
語
能
力
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
増
し
た
。

　
　
　

↓

大
脳
新
皮
質
の
進
化

　
　
　

↓

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
に
よ
り
網
様
体
賦
活
系

（
R
A
S
）
と
連
携
し
、
海
馬
が
増
殖

し
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
→
長
期
記
憶
の

プ
ロ
セ
ス
が
拡
大
し
た
。

　
　
　

↓

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
脳（
大
脳
新
・
新
皮
質
）

の
進
化

［
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
大
脳
新
皮
質
に
お
い
て
、
エ
ピ
ソ

ー
ド
記
憶
の
保
持
力
が
強
化
さ
れ
る
模

式
図
］

願
望
を
想
起
す
る

　
　
　

↓

想
起
し
た
瞬
間
に
、
脳
は
過
去
の
記
憶

を
検
索
し
て
、
願
望
文
を
書
く
た
め
の

準
備
を
終
え
る

　
　
　

↓

構
文
の
五
階
層
を
書
き
上
げ
る
経
験
値

　
　
　

↓

過
去
の
記
憶
か
ら
検
索
し
た
願
望
文
を

採
用
す
る
、
し
な
い
を
脳
と
や
り
取
り

す
る

　
　
　

↓

願
望
文（
A
）が
記
憶
さ
れ
る

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
す

る
　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
登
録
・
申
請
し
て
、

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　
　
　

↓

願
望
文（
A
）の
入
力
履
歴
を
記
憶
化

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
か
ら

発
信

　
　
　

↓

願
望
文（
A
）の
記
憶
と
共
鳴

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
の
記
憶
が
ロ
ゴ
ス
ト
ロ

ン
言
語
周
波
数
に
よ
っ
て
、
学
習
効
果

が
加
速
さ
れ
る

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
か
ら

発
信

　
　
　

↓

願
望
文（
A
）の
記
憶
が
強
化
さ
れ
る

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
か
ら

発
信

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と

し
て
固
定
化
さ
れ
る

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
を
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
か
ら

発
信

　
　
　

↓

願
望
文
（
A
）
が
長
期
記
憶
と
し
て
固

定
化
さ
れ
る

こ
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、「
願
望
文

（
A
）」
の
文
言
を
長
期
記
憶
と
し
て
、



エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
と
し
て
大
脳
新
皮
質

に
固
定
化
す
る
た
め
に
は
、
何
度
も
何

度
も
繰
り
返
し
て
、
記
憶
を
想
起
す
る

学
習
（
繰
り
返
し
動
作
）
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
は
、
そ
の
学
習

（
繰
り
返
し
動
作
）
を
代
行
す
る
ツ
ー

ル
で
あ
る
。

追
加
の
説
明
を
す
れ
ば
、
は
じ
め
短

期
記
憶
と
し
て
認
識
さ
れ
た
願
望
文

（
A
）の
記
憶
は
、
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
言
語

周
波
数
に
置
換
さ
れ
た
願
望
文（
A
）と

共
鳴
す
る
こ
と
に
よ
り
、
エ
ピ
ソ
ー
ド

記
憶
と
し
て
保
持
さ
れ
、
そ
し
て
長
期

記
憶
と
し
て
固
定
化
さ
れ
て
い
く
。

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
に
よ
っ
て
、
願
望
文
の

種
類
と
量
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
→
長

期
記
憶
と
し
て
、
大
脳
新
皮
質
に
保

持
・
固
定
化
で
き
れ
ば
、
記
憶
力
が
格

段
に
増
強
さ
れ
、
未
来
を
予
測
す
る
た

め
に
不
可
欠
な［
記
憶
量
］が
増
加
す
る
。

　
　
　

↓

未
来
を
実
現
す
る
各
種
願
望
文
を
、
長

期
記
憶
と
し
て
保
持
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
想
像
力
が
格
段
に
進
化
す
る

　
　
　

↓

大
脳
新
皮
質
は
人
類
が
言
葉
や
文
字
を

使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
言
語
野
が
発
達
し
、
そ
の
言
語

野
が
「
大
脳
新
皮
質
」
と
し
て
拡
張
さ

れ
た

　
　
　

↓

大
脳
新
皮
質
の
記
憶
領
域
が
ロ
ゴ
ス
ト

ロ
ン
の
使
用
に
よ
っ
て
拡
張
さ
れ
る

　
　
　

↓

そ
し
て
、
大
脳
新
皮
質
は
ロ
ゴ
ス
ト
ロ

ン
が
日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、［
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
憶
→
長
期
記
憶
］

を
保
持
す
る
大
脳
新
・
新
皮
質
を
獲
得

す
るこ

れ
は
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
の
使
用
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
て
、「
大
脳
新
・
新
皮
質
」
と

い
う
生
物
系
の
脳
が
で
き
る
と
言
っ
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

我
々
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
、
外
部
記
憶
と
し
て

非
常
に
い
い
も
の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
そ
の
外
部
記
憶
を
フ
ル
に
使

う
こ
と
は
、
あ
た
か
も
大
脳
新
・
新
皮

質
と
同
じ
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
セ
ン
タ
ー

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な
構
文

が
蓄
積
さ
れ
て
、
そ
れ
が
共
有
で
き
る

場
を
造
れ
ば
、
そ
の
場
の
共
有
に
よ
っ

て
あ
た
か
も
生
物
的
な
大
脳
新
・
新
皮

質
と
同
じ
よ
う
な
も
の
の
効
果
を
も
て

る
器
械
と
設
備
を
我
々
は
手
に
入
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
い
た
い
道
具
に

よ
っ
て
人
間
は
進
化
し
て
い
ま
す
。

我
々
人
間
が
言
葉
と
文
字
を
あ
ま
り

使
え
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
右
脳
有
利

で
左
脳
は
あ
ま
り
働
か
な
か
っ
た
の
で

す
。
人
間
が
文
字
や
言
葉
を
次
第
に
使

え
る
よ
う
に
な
っ
て
左
脳
が
発
達
し
て
、

左
脳
が
右
脳
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
、我
々

は
ロ
ジ
ッ
ク
が
優
先
す
る
社
会
が
で
き

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
本
来
我
々
人
間
は
、

右
脳
の
も
っ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
お
お
ら
か
な
気
持
ち
が
あ
る
の

で
す
が
、
左
脳
が
右
脳
を
阻
害
し
て
い

る
の
で
す
。

「
奇
跡
の
脳
」
を
著
し
た
女
医
の
ジ

ル
・
ボ
ル
ト
・
テ
イ
ラ
ー
氏
は
、
脳
卒

中
に
な
り
左
脳
が
壊
れ
て
い
っ
て
、
左

脳
優
位
が
右
脳
優
位
に
な
り
、
言
葉
は

失
っ
た
が
、
感
覚
は
宇
宙
に
つ
な
が
っ

て
い
っ
た
、
と
快
復
し
て
か
ら
書
い
て

い
ま
す
。

お
そ
ら
く
我
々
は
今
、
左
脳
優
位
過

ぎ
る
の
で
す
ね
。
も
う
一
度
、
右
脳
の

機
能
を
高
め
て
、
せ
め
て
右
脳
と
左
脳

の
拮
抗
脳
を
造
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

七
沢
賢
治
は
、
右
脳
と
左
脳
の
間
の

脳
幹
が
大
事
だ
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

今
た
ま
た
ま
我
々
は
、
左
脳
優
位
過
ぎ

る
と
。
も
う
一
度
精
神
世
界
と
い
う
よ

う
な
も
の
を
体
現
す
る
た
め
に
は
、
右

脳
の
働
き
を
ど
う
活
か
す
か
、
な
ん
で

す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
ロ
ゴ
ス
ト

ロ
ン
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
右
脳
に
働

き
か
け
る
と
。
そ
れ
に
よ
っ
て
新
し
い

左
脳
と
右
脳
の
拮
抗
し
た
脳
幹
が
発
達

し
た
、
新
し
い
精
神
社
会
を
享
受
で
き

る
人
間
が
増
え
て
、
今
と
は
全
然
違
う

文
明
社
会
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
然
我
々
の
仮
説
に
と
て
も
強
力
な

ロ
ジ
ッ
ク
を
与
え
る
も
の
は
、
シ
ェ
ル

ド
レ
イ
ク
の
仮
説
で
す
。「
集
合
記
憶
」、

「
脳
外
の
記
憶
」、「
共
鳴
場
」
が
あ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
ま
た
ゲ
リ
ー
・
シ
ュ

ワ
ル
ツ
の「
動
的
シ
ス
テ
ム
記
憶
仮
説
」

も
あ
り
ま
す
。
我
々
以
外
に
も
何
ら
か

の
記
憶
の
場
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
、

こ
れ
は
量
子
場
脳
理
論
で
も
水
を
介
在

し
て
多
く
の
情
報
が
記
憶
さ
れ
、
共
有

さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●



第
四
三
一
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
集
中
力
」
と
「
感
性
」
が
未
来
を

開
く
!
　
～
R
／

C
／

T 

残
像
メ

ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
は
～

　
　
　
　
　
講
師
　
髙
岸
　
弘 

氏

日
程　

平
成
30
年
9
月
15
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

髙
岸 

弘（
た
か
ぎ
し 

ひ
ろ
む
）

大
阪
市
出
身
。
一
級
建
築
士
。
画
家
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
。
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
。

髙
岸
建
築
研
究
所 

代
表
、
R
／

C
／

T

髙
岸
応
用
科
学
研
究
所 

代
表
。「
想
像
、

創
造
」髙
岸
メ
ン
タ
ル
デ
ッ
サ
ン
教
室
主

催
。1

9
7
5
年
、
イ
タ
リ
ア 

ミ
ラ
ノ

市
で
髙
岸
建
築
事
務
所
（Studio 

A
rchitettura Takagishi

）
開
設
。
1‌

9
7
9
年
に
帰
国
後
、
建
築
設
計
、

イ
ン
テ
リ
ア
設
計
、
工
業
デ
ザ
イ
ン
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
等
の
分
野
で

活
動
す
る
。
1
9
9
0
年
に
「
残
像
現

象
」
を
活
用
し
た
独
自
の
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
技
法 

「
R
／

C
／

T 

残
像

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
プ
ロ
テ

ニ
ス
コ
ー
チ
小
浦
武
志
氏
と
共
同
開

発
。
以
後
プ
ロ
テ
ニ
ス
、
高
校
野
球
、

プ
ロ
ゴ
ル
フ
、
剣
道
等
ス
ポ
ー
ツ
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
分
野
で
実
績
を

上
げ
る
。
2
0
0
7
年
、
R
／

C
／

T 

残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
実
績

と
効
用
を
活
用
し
た
「
R
／

C
／

T 

目

標
設
定
メ
ソ
ッ
ド
」
を
開
発
し
、
プ
ロ

を
目
指
す
、
ま
た
プ
ロ
で
活
躍
す
る
選

手
に
提
供
す
る
。
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
界

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
習
界
、
ビ
ジ

ネ
ス
界
、
医
療
現
場
で
の
啓
蒙
を
は

か
り
そ
の
普
及
の
た
め
出
版
及
び
講

演
、
セ
ミ
ナ
ー
活
動
を
続
け
て
い
る
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ナ
ー
。
国
立
東

京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
補
助
講
師
な

ど
を
経
て
現
在
、
日
本
プ
ロ
ト
レ
ー
ナ

ー
協
会
主
任
研
究
員
、
学
校
法
人
阪
急

学
園
理
事
。
ま
た
松
岡
修
造
プ
ロ
テ
ニ

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
引
退
後
五
カ
年
計
画
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
も
手
が
け
て
い
る
。

著
書
に「
思
い
の
ま
ま
に
脳
を
動
か

す『
残
像
』力
」（
講
談
社
刊
）、「
こ
こ
一

番
に
脳
を
集
中
さ
せ
る
」（
同
）、「
生
き

方
が
変
わ
る
住
ま
い
革
命
」（
同
）、「
君

の
甲
子
園
」（
報
知
新
聞
社
刊
）、「
ビ
ジ

ネ
ス
に
使
え
る
残
像
ツ
ー
ル
」（
C
D

－

R
O
M 

－ 

㈱
船
井
総
合
研
究
所
刊
）ほ

か
。
仕
事
、
ス
ポ
ー
ツ
・
・
す
べ
て
の

基
本
と
な
る
集
中
力
、
集
中
持
続
力
を

高
め
、
さ
ら
に「
感
性
」
を
磨
い
て「
創

造
力
」
を
豊
か
に
す
る
残
像
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
そ
の
効
果
、
脳
と
感

覚
器
官
の
活
用
法
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

内
容「

残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」は
、

誰
で
も
太
陽
な
ど
強
い
光
を
見
る
事
で

体
験
す
る「
残
像
」
と
い
う
現
象（
脳
の

は
た
ら
き
）
を
使
い
、
各
自
の
願
い
を

短
時
間
に
失
敗
す
る
こ
と
な
く
達
成
さ

せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
ず
今
自
分
は
何
を
す
る
の
か
? 

と

言
う「
目
的
」
を
ハ
ッ
キ
リ
と
さ
せ
た
上

で「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
を
テ
ー
マ
に
制
作
さ

れ
た
図
柄
か
ら
現
れ
る
残
像
を
ゆ
っ
た

り
と
眺
め
ま
す
。
残
像
を
眺
め
る
こ
と

で
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
っ
て
い
る
雑

念
や
緊
張
な
ど
を
忘
れ
さ
せ“
ゼ
ロ
の

状
態
”に
セ
ッ
ト
し
ま
す
。

そ
の
次
に「
集
中
」を
テ
ー
マ
に
制
作

さ
れ
た
図
柄
か
ら
出
る
残
像
を
強
く
見

つ
め
る
こ
と
で
、
す
で
に「
リ
ラ
ッ
ク

ス
」 

し
て
い
る
脳
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
点

に
集
め
切
る
。
い
わ
ゆ
る
無
心
の
状
態

に
な
り
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ
な「
目
的
」

別
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
図
柄
で「
目
的
」

を
再
確
認
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
達
成
す

る
た
め
の
状
況
判
断
を
明
確
に
し
て
思

考
を
巡
ら
し
行
動
を
起
こ
し
て
行
く
と

い
う
も
の
で
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
一
番
! 

と

い
う
時
に「
技
術
力
」「
体
力
」を
最
高
の

状
態
に
も
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
、
単

純
な
失
敗
や
間
違
い
な
ど
も
な
く
な
り

ま
す
。「
残
像
」
と
い
う
誰
に
で
も
起
こ

る
現
象
を
用
い
た
こ
れ
ら
一
連
の
脳
の

働
き
に
よ
り
、
集
中
力
を
高
め
、
ま
た

困
難
な
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
成
功
へ

と
い
と
も
簡
単
に
誘
導
し
て
行
く
・
・
・

そ
れ
が
「
残
像
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
」の
効
用
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第
四
三
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
手
相
と
意
識
」
―
未
来
を
知
る

か
ら
作
る
へ
の
手
相
術

　
　
　
　
講
師
　
高
峯
　
秀
樹 

氏
�

（
手
相
研
究
家
）

日
程　

平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

高
峯
秀
樹
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
2
年
神
奈
川
県
藤
沢
市
生
ま

れ
、
日
本
意
相
研
究
会（
手
相
研
究
）代

表
、
俳
句
結
社「
赤
蜻
蛉
」主
宰
、
日
本

脚
本
家
連
盟
員
、
日
本
放
送
作
家
協
会

（
功
労
）会
員
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

幹
事

内
容

○
河
野
会
長
と
の
ご
縁
も
あ
っ
て
、
東

京
本
部
で
1
回
、
関
西
で
は
今
日
が
3

回
目
の
講
演
で
あ
る
。

○
私
の
手
相
へ
の
関
心
は
、
女
性
の
手

相
が
見
れ
る
と
い
う
軽
い
気
持
ち
か
ら

始
め
ま
し
た
。

後
年
、
80
才
の
定
年
退
職
後
、
元
気

で
長
生
き
す
る
為
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
を
考
え
た
時
に
、
そ
の
仮
説
は

右
脳
を
使
い
細
胞
を
活
性
化
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
し
か
し
右
脳
を
使
っ
て
い

る
の
を
ど
う
確
か
め
る
の
か
。
そ
こ
で

ひ
ら
め
い
た
の
が
、
私
が
興
味
を
持
っ

て
い
る
手
相
で
あ
る
。
右
脳
を
使
っ
た

ら
左
掌
の
相
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
つ
き
ま
し
た
。

○
脳
に
は
右
脳
と
左
脳
が
あ
り
、
前
者

は
イ
メ
ー
ジ
を
、
後
者
は
理
屈
を
司
る
。

油
絵
、
書
道
、
俳
句
な
ど
で
強
い
意
識

を
持
っ
て
脳
に
絵
を
描
く
と
左
掌
の
相

に
変
化
が
現
れ
る
。
両
掌
を
合
せ
て
観

る
と
ど
ち
ら
の
脳
を
多
用
し
て
い
る
か

が
判
る
。
右
脳
派
の
人
は
更
な
る
深
化

を
は
か
り
左
脳
派
の
人
に
は
右
脳
を
意

識
し
て
使
う
こ
と
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
。

○
手
相
術
を
科
学
的
に
研
究
し
て
い
く

の
に
は
手
相
の
数
運
学
を
駆
使
す
る
こ

と
で
深
み
が
出
て
く
る
。
そ
れ
に
よ
り

そ
の
人
独
自
の
生
き
る
リ
ズ
ム
を
知
り
、

さ
ら
に
百
才
へ
向
け
始
動
さ
せ
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

○
今
や
世
の
中
は
百
才
時
代
へ
向
け
対

応
が
急
が
れ
て
い
る
。
手
相
の
分
野
で

は
従
来
か
ら
若
い
女
性
の
ニ
ー
ズ
が
多

い
が
こ
れ
に
加
え
て
最
近
は
高
齢
者
の

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
私
は
10
年
近

く
大
阪
市
後
援
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
セ
ミ
ナ
ー
で
手
相
診
断
を
担
当
し
て

い
る
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
事
例
を
ふ
ま

え
、
最
近
は
右
脳
を
開
発
す
る
こ
と「
ピ

カ
ソ
の
よ
う
に
元
気
で
長
生
き
」
を
掲

げ
て
手
相
術
を
啓
発
し
て
い
る
。

題
し
て
「
未
来
を
知
る
手
相
の
科
学
」

か
ら「
未
来
を
作
る
手
相
の
科
学
へ
」。

○
こ
れ
ま
で
の
手
相
術
の
歴
史
は
事
例

の
積
み
重
ね
に
よ
る
統
計
的
ア
プ
ロ
ー

チ
が
主
流
で
あ
る
。
然
し
最
近
の
環
境

の
激
変
は
従
来
の
手
法
で
は
人
生
を
活

か
す
こ
と
は
難
し
く
、
や
は
り
右
脳
を

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
手
相
診
断
の
目
標
は
右
脳
を
活

用
す
る
こ
と
で
人
生
を
最
大
限
に
活
か

す
こ
と
で
あ
る
。

哲
学
者
カ
ン
ト
の
い
う「
手
は
頭
脳

の
延
長
で
あ
る
」
を
ヒ
ン
ト
に
私
は「
掌

は
頭
脳
の
外
部
表
現
」
と
捉
え
、
右
脳

を
活
用
し
て
そ
の
変
化
を
手
相
で
確
認

す
る
見
方
で
検
証
し
、
提
唱
し
て
30
年
。

こ
の
方
法
で
、
私
自
身
も
左
の
手
相
に

変
化
が
現
れ
て
生
命
線
が
二
重
に
な
り
、

よ
り
元
気
に
な
っ
て
喜
ん
で
い
る
。

○
私
は
30
年
前
に
油
絵
、
書
道
、
俳
句

を
同
時
に
始
め
た
。
特
に
俳
句
の
分
野

で
は
、
現
代
俳
句
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ

る
山
口
誓
子
師
、
俳
句
研
究
の
第
一
人

者
松
井
利
彦
師
に
出
会
い
俳
句
と
詩
論

評
論
を
ま
な
ん
だ
。
俳
誌「
天
弓
」の
主

宰（
現
在
は「
赤
蜻
蛉
」
主
宰
）
を
務
め

多
く
の
体
験
を
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
右
脳
の
開
発
に
益
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
と
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
基
礎
に
独

自
の
右
脳
俳
句
を
生
み
出
し「
ピ
カ
ソ

の
よ
う
に
元
気
で
長
生
き
」の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
て
、
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。

○
講
演
当
日
は
女
性
の
み
先
着
5
名
を

観
る
予
定
で
し
た
が
、
出
席
者
の
男
性

の
多
く
が
手
相
を
観
に
こ
ら
れ
ま
し
た

● �●



前無意識「まなしき」、無意識「あらやしき」、
或偉大なもの（SG）の4種類があると思う。

SGは物（脳、脊髄など）を介さないで、古
くから、広く、既に存在していた。「まなしき」
は無意識のなかの意識に近いもの（フロイト）。

「あらやしき」は無意識そのもの（ユング）で、
広く個人を越えて存在していた。これらの意味
するところは、意識は大脳の神経細胞〔回路〕
を介する気づき〔認識〕であり、知性や理性を
担当している。しかし、サイ現象にはむしろ否
定的･批判的に働く感がある。サイ現象生起に
は、「まなしき」や「あらやしき」が関係してい
るらしい。これらは「トランス」または変性意
識状態（ASC）を担当するとも言われているが、

「たまゆら」との情報交換には、ASC付近〔多
分、直前の状態〕が関与している様子である。

というのは、「トランス」状態では、サイ現
象を制御して情報交換する事が難しいと思う
からである。なお、心（意識、無意識）は科学
的に評価する事が困難なので、厳密〔科学的〕
に述べる事は難しい。しかし、瞑想や呼吸法
などで脳波をシーター波（スロー）にする訓練
を経た人達、並びに心の制御をより多く訓練･
経験をした人達が、サイ制御に適していると
言える。なお、一般には、「たまゆら」制御には、
何も考えないで、熱心に、一生懸命に取り組
む事が求められている。

5．サイ〔気〕を制御する
サイ〔気〕を制御する為には、素粒子並びに

ノイズの性質を知る必要があると思う。と云う
のは、サイ〔気〕は素粒子の性質を持ち、ノイ
ズとして存在しているからである。

5－1）素粒子としてのサイ〔気〕
後述するが、オーブの持つ性質と量子の性

質とは多くの点で類似している。量子力学で
は光も量子の一種であり、光子という。量子は
波と粒の両面性をもっている。普段は重ね合
わせの波の状態であるが、観察〔見る〕すると、
波が壊れ、確率的に場所が決まり、粒（物）に
なる。波の時間変化は波動関数で表示される
が、この式の中に虚数を含んでいるので、場
所が決まる（物）変化は、サイ（気）現象の負方
向変化の原因となるのかも知れない。というの
は、虚数の2乗は負であるから。

フォン・ノイマンは、波の収縮は人の意識の
中でも起こる。つまり見ようと意識すると確率
的に現象が現れる、と言明している。これは、
オーブ（たまゆら）を見ようと意識すると、光
子の重ね合わせの波が壊れて、確率的にオー
ブ（物）が出現してくる事に類似しているのか
も知れない。

5－2）ノイズとしてのサイ〔気〕
オーブ（たまゆら）を取り巻くノイズ状小球

オーブの吸収･放出が念写像形成の主役を果
たしている。その他。紙数の制限から、実験
を含めた具体的な手法については、続報で述
べることにしたい。

●� ●

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
講
演
終
了

後
の
懇
親
会
で
本
日
の
講
演
を
踏
ま
え

て
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
の
分
科
会
の

一
つ
と
し
て
、
こ
の
2
0
1
8
年
11
月

か
ら
毎
月
第
3
月
曜
日
の
夜
に
6
回
に

わ
た
り「
手
相
術
」の
講
座
を
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

○
又
、
出
版
社
か
ら
「
手
相
術
の
日
め

く
り
」
を
作
ろ
う
と
の
話
が
出
て
さ
っ

そ
く
原
稿
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
続
け
て
「
新
手
相
術
」
を
出
版

す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

こ
れ
ら
は
右
脳
の
開
発
に
大
い
に
役

立
つ
で
し
ょ
う
。
活
用
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
10
名
、
合
計
20
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆



1．はじめに
物心二元論は、世の中のすべての事柄を物

と心に分けて､ 別々に論議するものであるが、
この方法では説明のつかない事柄が多数存在
している。例えば、サイ科学には念力（PK）と
言う現象がある。体外に存在する物質が､ 意
念の働きに反応して、両者の間で情報交換を
するものであり、従来の如何なる理論でも、説
明する事が出来なかった。本稿では、これに
関与する中間物質（情報、エネルギー）をサイ

〔気〕と呼んで、素粒子（観測問題）とサイ〔気〕
の関係、どのような条件でサイが生起し、どの
ように超常現象が起きるか、等について､ 筆
者らの実験結果をもとに推定する。

2．オーブ（たまゆら）とは
実験・実証研究が進行中であるが、判明し

た事項として、（1）オーブ（たまゆら）は、空間
に出現するほぼ球状の巨視的な光〔色〕物質で
ある。（2）近赤外線領域に潜んでいるので、視
覚などの五感では認知できない。（3）空間に広
く拡散し、ランダムに出現する（非局所性）な
どの素粒子（量子）類似の性質を示す。（4）撮
影者との間で情報交換（応答）がある。つまり、
PKとして意念（意識して念じる）の働きに反応
する。（5）オーブ（たまゆら）は陰性と陽性の光
子群の集合体（自己発光体）であり、移動中に
色と形と寸法などを変化させる。また、（6）こ
の現象は、動画として撮影､ 連続記録するこ
とが出来る。（7）条件を選べば、何時でも、何

回でも、誰でも、30%以上の確率で出現する
事が可能である。その他。

3．心と物の科学
太古の昔から、人は、死者を祭るなどの行

為の有る事から推定される様に、ある種の偉
大なるもの（SG）や神や霊の存在を感受してい
たらしい。つまり祈りの対象があった。中世に
なると、2元論のデカルトの出現によって、そ
れぞれ（物と心）を分けて検討することになっ
た。物の世界では因果律、再現性、積み重ね、
等が保証されているので､ 科学として、驚くほ
どの発展がみられた。これに対し、心の世界
は、それらが満たされていないので、見るべき
発展は殆ど無かったように思う。

これは前者がマクロな五感（可視など）で判
断･評価出来る「物」の世界を活躍･判断の場と
し、後者が非可視の量子（素粒子）の世界に関
係する割合が多い事によるだろう。サイ科学
で扱うサイ〔気〕は物と心の両面性を兼ね備え
ている。例えば、「スピリットオーブ（SO）」又
は「たまゆら」は、その出現ならびに変化挙動
がサイ〔気〕の働きによっておこなわれている。
筆者らは、「たまゆら」や「メタル」等に生起し
たサイ現象の実験を介して、心と物の両者は
どのように関連しあっているか、等について検
討する事にした。

4．心の種類とサイの制御
実験結果をもとに推定すると、心には意識、
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